













13.1641 ; 14.15-17; 17.22-31),後半部には裁判の場面でなされる法廷演説の
タイプの演説が見られる。本稿は使徒言行録22-26章に出て来るパウロの三つ

































































言葉であり，非常に簡潔である （使1.161 2: 14; 3.12; 7.2; 13.16;
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とされ,共観福音書の復活物語も（マタ28.1620; ヨハ20.2223; 21.15 19),パ












6 この部分の詳しい分析は, O.BCIz, ##DicVisio11 (IEsPaullls imTempCI vo]' Jer
11salem:AI]922, 1721 alsBEitragzurl)eutungdesl)amaskLIserlebnissEs," in
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に与える修辞学書』 1~3.4; 1.4.68ラ クウインティリアヌス『弁論家の教育1 4.1.
5) 10．現代人には過度に聞こえる讃辞の連続も名誉を重んじるギリシア.ローマ












る強力な反対活動を呼んだことも事実である。 （使13.44-47; 17．1-9; 18.1217
を参照)。他方， このことがローマ支配下の平和を乱す「騒動，反乱(6T&GLg)」
(キケロ「発想論j25.162.8.28;偽キケロ『ヘレンニウスに与える修辞学吉」2.
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4.214, 298;キケロ I発想論1 1.8.10; 2.13.43; クウインテイリアヌスI弁論家





Schncider, 2.341 ; Roloff, 337;Hyldahl ､ 1O6; I)oret", 155 156iOmerzu. 442-











なく, l ll約LI'』番（｢律法と預言書｣）に従って救世主（メシア）の到来を信じ， キ
リスi､が三H1]に復活したごとく，世の終わりに死者の復活と裁きが起こると
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るものの，細部においてはかなり相違している （使9.1 19; 22.421を参照)。
個々の演説はそれぞれの修辞的状況に応じて，語る事実を取捨選択し，語り方
を変える2$。修辞法は人を説得するための言葉の技術であるからである（プラト
25Weiser1 2.610;WithcI･ingt()n， 666IWitheI･llp, 7781 ) ; BilrrE[L 2.1159; I),
















物語も （マタ28.16-2() ; ヨハ20.2223; 21.15-19),パウロ書簡もそのことを繰







達に加えられることとなる」 と語ったのだった（使26.17 18; さらに，エフェ
2.9； ヨセ・アテ8．9を参照)塾7．異邦人の回心者達が救われ， キリスト者の群れ
に加わることを主が命じたということこそに，パウロがなしてきた異邦人伝道













(26.21 ; さらに, 21~27-36を参照)。しかし，パウロはキリストの受難と復活に
ついて宣く伝え， 「キリストの御受難と死者の中からの復活の後，光をこの民と
諸国民に告げることになる」という|日約聖書の預言が成就したのである（26.23；
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3． 2つの演説は（使22.121 ; 26.223)聴衆の否定的反応によって中断され
ている。両方のケース共に，律法に熱心なあまりに教会の迫害者であったパウ
ロが，ダマスコ途上で復活の主に出会い，異邦人の使徒としての召しを受けた
ことを語った時に聴衆が否定的鞍反応を示している（特に，使22.621 1 26_12
23を参照)。復活の主と出会い，その声を聞いて新たな使命を得たことは，パウ
ロの使徒職の原点であるが，超越的な神秘体験であるために客観的にその真偽
を確かめる術はなく，好意的でない第三者には説得力を持たないのである。
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